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ノ
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ト

自
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史
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を
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め
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丸
　
山
　
　
　
仁

は 

じ 

め 

に

歴
史
認
識
（
歴
史
に
関
す
る
認
識
・
歴
史
観
）
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
歴
史
教
育
に
携
わ
る
多
く
の
人
が
理
解
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
歴
史
認
識
を
深
め
る
こ
と
、
そ
の
多
様
性
を
受
け
入
れ
た
う
え
で
共
通
し
た
理
解
を
も
ち
共
に
歩
ん
で
い
く

こ
と
の
難
し
さ
は
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
か
つ
近
年
の
社
会
情
勢
が
示
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
二
〇
二
三
年
度
、高
等
学
校
で
は
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
二
年
目
を
迎
え
て
い
る
。「
知
識
及
び
技
能
」、「
思
考
力
、判
断
力
、

表
現
力
等
」、「
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
」
の
三
つ
を
柱
と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
新
学
力
観
」
に
基
づ
く
改
訂
で
あ
る
。
地
理
歴
史
科

で
は
「
新
学
力
観
」
へ
対
応
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
「
世
界
史
Ａ
」・「
世
界
史
Ｂ
」・「
世
界
史
総
合
」・「
日
本
史
Ａ
」・「
日
本
史
Ｂ
」・

「
日
本
史
総
合
」・「
地
理
Ａ
」・「
地
理
Ｂ
」・「
地
理
総
合
」
か
ら
、「
歴
史
総
合
」・「
地
理
総
合
」・「
日
本
史
探
究
」・「
世
界
史
探
究
」・「
地

理
探
究
」
へ
と
大
き
く
科
目
名
が
変
更
さ
れ
た
。
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特
に
「
歴
史
総
合
」
誕
生
の
背
景
に
は
、「
社
会
の
形
成
者
と
な
る
生
徒
が
，
現
代
的
な
諸
課
題
の
形
成
に
関
わ
る
近
現
代
の
歴
史
を

主
体
的
に
考
察
、
構
想
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
た
科
目
」（
1
）と
あ
る
よ
う
に
、
歴
史
は
過
去
の
こ
と
で
現
在
と
は
直
接
関
係
が
な
い
と
い
う

認
識
で
は
な
く
、
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
は
現
在
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
未
来
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
育
て
る

と
い
う
目
的
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
歴
史
学
習
は
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
の
発
達
段
階
の
特
性
を

踏
ま
え
つ
つ
も
、
原
始
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
通
史
を
繰
り
返
し
て
学
習
し
て
い
く
と
い
う
課
程
に
な
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、「
歴
史

総
合
」・「
日
本
史
探
究
」
で
は
、
小
・
中
学
校
で
学
ん
で
き
た
知
識
を
土
台
と
し
て
高
等
学
校
で
は
探
究
的
な
学
習
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い

く
と
い
う
意
図
が
明
確
に
あ
る
。

こ
う
し
た
変
化
の
な
か
で
、
ど
う
す
れ
ば
歴
史
認
識
を
深
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
か
。
そ
の
手
段
の
一
つ
が
歴
史
を
教
科
書
の
な
か

の
有
名
な
出
来
事
で
は
な
く
、
自
分
事
と
し
て
捉
え
る
力
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
自
分
に
は
全
く
関
係
の
な
い
過
去
の
出
来
事

と
い
う
理
解
で
は
な
く
、
自
分
に
と
っ
て
つ
な
が
り
の
あ
る
人
物
で
あ
り
、
自
分
の
現
在
や
未
来
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
出
来
事
と
し
て

捉
え
る
目
線
で
あ
る
。「
歴
史
総
合
」
の
目
標
（
３
）「（
前
略
）
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
を
視
野
に
課
題
を
主
体
的
に
解
決
し
よ
う
と
す

る
態
度
を
養
う
（
後
略
）」
に
お
い
て
、「
歴
史
に
関
わ
る
諸
事
象
に
つ
い
て
、
生
徒
自
ら
が
関
心
を
も
っ
て
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
学
習
を
通
し
て
さ
ら
に
関
心
が
喚
起
さ
れ
る
よ
う
指
導
を
工
夫
す
る
必
要
性
」
が
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、
児
童
や
生
徒
に
と
っ
て
身
近
な
場
所
で
あ
る
学
校
に
残
さ
れ
た
資
料
を
活
用
し
た
実
践
に
よ
っ
て
歴
史
認
識
が
深

ま
る
と
い
う
有
用
性
が
今
野
日
出
晴
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
。
（
2
）

本
稿
で
は
今
野
氏
の
指
摘
を
踏
ま
え
、
今
野
氏
も
論
考
の
な
か
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
宮
城
学
院
女
子
大
学
大
平
聡
氏
を
中
心
と
す
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三

る
研
究
（「
戦
時
下
の
宮
城
学
院
」
実
行
委
員
会
・
宮
城
学
院
資
料
室
『
戦
時
下
の
宮
城
学
院
―
宮
城
学
院
を
知
る
た
め
に
―
』（
学
校
法

人
宮
城
学
院　

二
〇
〇
二
年
）
と
宮
城
学
院
資
料
室
『
戦
時
下
女
学
校
の
学
徒
勤
労
動
員
』（
学
校
法
人
宮
城
学
院　

二
〇
〇
四
年
）
に

学
び
な
が
ら
、
二
〇
二
三
年
九
月
に
宮
城
学
院
中
学
校
三
年
生
に
対
し
て
行
っ
た
授
業
実
践
を
報
告
し
た
い
。

な
お
特
に
こ
と
わ
ら
な
い
限
り
、
戦
時
下
に
お
け
る
宮
城
学
院
に
関
す
る
以
下
の
記
述
は
、
前
掲
の
大
平
聡
氏
を
中
心
と
す
る
研
究
に

よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
最
初
に
お
断
り
し
て
お
く
。

一　

宮
城
学
院
中
学
校
の
イ
メ
ー
ジ
の
確
認

ま
ず
「
宮
城
学
院
中
学
校
と
は
ど
ん
な
学
校
で
す
か
」
と
生
徒
に
問
い
か
け
る
と
こ
ろ
か
ら
授
業
を
は
じ
め
た
。
座
席
の
近
い
生
徒
同

士
で
三
十
秒
時
間
を
と
り
、
宮
城
学
院
中
学
校
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
た
。
そ
の
後
、
授
業
者
よ
り
「
歴
史
と
伝
統
の
あ

る
学
校
」、「
英
語
教
育
に
特
色
が
あ
り
力
を
入
れ
て
い
る
学
校
」、「
毎
朝
礼
拝
で
は
じ
ま
り
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
基
づ
く
教
育
を
行
っ

て
い
る
学
校
」、「
聖
書
の
授
業
が
あ
る
学
校
」
と
い
う
四
点
を
取
り
上
げ
、
生
徒
に
共
通
認
識
を
も
た
せ
た
。

こ
れ
ら
の
項
目
は
二
年
半
宮
城
学
院
中
学
校
で
学
ん
で
い
る
三
年
生
に
と
っ
て
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
今
の
生
徒
に
と
っ
て

い
わ
ば
当
た
り
前
で
あ
る
宮
城
学
院
中
学
校
の
特
徴
が
戦
時
下
で
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
印
象
づ
け
る
た
め
の
布
石
と
考

え
て
の
問
い
か
け
で
あ
る
。

二　

西
暦
・
和
暦
・
皇
紀
と
は
？

次
に「
今
年
は
何
年
か
」と
生
徒
に
質
問
し
た
。
生
徒
か
ら
は「
二
〇
二
三
年
」と
か
、「
令
和
五
年
」と
か
、西
暦
や
和
暦
で
答
え
が
返
っ
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て
く
る
。
な
お
宮
城
学
院
中
学
校
で
は
保
護
者
に
発
信
す
る
文
書
は
基
本
的
に
西
暦
を
用
い
る
。
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
基
づ
く
教

育
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
に
つ
な
が
る
特
色
で
あ
る
。
ま
た
日
本
で
生
活
し
て
い
る
な
か
で
和
暦
は
生
徒
に
と
っ
て
西
暦
と
並
ん
で
な
じ
み

の
あ
る
数
字
で
あ
る
。

そ
こ
で
授
業
者
よ
り
「
皇
紀
二
六
八
三
年
」
と
い
う
数
字
を
生
徒
に
示
す
。
生
徒
は
「
何
？
」
と
い
う
表
情
や
反
応
を
す
る
。
実
際
に

「
皇
紀
」
と
い
う
年
の
数
え
方
を
知
っ
て
い
る
か
と
生
徒
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、知
っ
て
い
た
生
徒
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
「
皇
紀
」

と
は
初
代
天
皇
と
さ
れ
る
神
武
天
皇
が
即
位
を
し
た
と
さ
れ
る
年
（
西
暦
前
六
〇
〇
年
）
を
元
年
と
す
る
日
本
の
紀
年
法
で
あ
る
と
説
明

を
し
、
こ
の
あ
と
授
業
の
な
か
で
触
れ
る
こ
と
を
予
告
し
て
お
い
た
。

三　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
歴
史

前
述
の
「
一
」「
二
」
を
行
っ
た
あ
と
で
、
授
業
と
し
て
取
り
上
げ
る
時
期
で
あ
る
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
経
過
を
年
表
風
に
た
ど

り
な
が
ら
確
認
を
し
た
。
実
際
に
生
徒
に
示
し
た
事
項
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）　 

九
月
十
八
日　

柳
条
湖
事
件　

※　

満
州
事
変
・
十
五
年
戦
争
の
は
じ
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※　

宮
城
学
院
創
立
四
五
年
（
一
八
八
六
年
〜
）

一
九
三
七
年
（
昭
和
十
二
）
七
月
七
日　
　

盧
溝
橋
事
件　

※　

日
中
戦
争
の
は
じ
ま
り

一
九
四
〇
年
（
昭
和
十
三
）
十
一
月
十
〜
十
四
日　
　
　
　
　
　

皇
紀
二
六
〇
〇
年
の
大
祝
賀
式
典

一
九
四
一
年
（
昭
和
十
六
）
十
二
月
八
日　

真
珠
湾
攻
撃　

※　

太
平
洋
戦
争
の
は
じ
ま
り
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五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※　

ア
メ
リ
カ
と
の
戦
争
の
は
じ
ま
り

一
九
四
三
年
（
昭
和
十
八
）
十
月
二
十
一
日　

学
徒
出
陣
が
は
じ
ま
る
（
神
宮
外
苑
の
壮
行
会
）

一
九
四
四
年
（
昭
和
十
九
）
徴
兵
年
齢
の
引
き
下
げ
（
二
十
歳
↓
十
九
歳
〈
一
九
四
三
年
〉
↓
十
七
歳
）

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
）
三
月
九
・
十
日　

東
京
大
空
襲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
月
二
十
三
日　

沖
縄
守
備
隊
全
滅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
月
十
日
未
明　

仙
台
空
襲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
月
六
日　
　
　

広
島
に
原
子
爆
弾
投
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
月
九
日
午
前
十
一
時
二
分　

長
崎
に
原
子
爆
弾
投
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
月
十
五
日　
　

戦
争
終
結
（
玉
音
放
送
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
月
二
日　
　
　
「
日
本
の
降
伏
文
書
」
調
印

宮
城
学
院
中
学
校
で
は
地
理
分
野
、
歴
史
分
野
、
公
民
分
野
と
い
う
順
番
に
中
学
校
社
会
科
の
学
習
を
行
っ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
戦
争
の
時
期
の
学
習
は
中
学
校
三
年
次
の
五
月
あ
た
り
に
履
修
す
る
。
そ
こ
か
ら
し
ば
ら
く
時
間
が
空
い
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
戦

時
下
の
宮
城
学
院
の
こ
と
を
全
体
的
な
流
れ
の
中
で
考
え
る
こ
と
を
生
徒
に
求
め
る
た
め
に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
経
過
に
つ
い
て
触

れ
た
次
第
で
あ
る
。
な
お
授
業
で
は
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
紙
媒
体
の
資
料
と
し
て
生
徒
に
配
付
し
、
授
業
中
に
い
つ
で
も
確
認
で
き
る

よ
う
に
し
た
。
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四　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
へ
の
教
育
干
渉
（
１
）
~
戦
時
下
の
教
育

「
一
」「
二
」
の
布
石
、「
三
」
の
概
要
を
確
認
し
た
の
ち
、
よ
う
や
く
戦
時
下
の
宮
城
学
院
に
つ
い
て
の
内
容
に
入
っ
た
。

ま
ず
明
治
以
降
の
一
般
的
な
学
校
の
特
徴
と
し
て
（
一
）
教
育
勅
語
の
暗
誦
、（
二
）
式
典
で
の
宮
城
（
＝
皇
居
）
遙
拝
、（
三
）
天
皇
・

皇
后
の
写
真「
御
真
影
」を
納
め
た「
奉
安
殿
」建
設
、を
確
認
し
た
。
そ
の
上
で
宮
城
学
院
中
学
校（
当
時
の
校
名
は
宮
城
女
学
校
、以
下
、

そ
の
当
時
の
校
名
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
）
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
み
て
い
っ
た
。

宮
城
女
学
校
で
は
、一
八
九
三
年
（
明
治
二
十
六
）
の
第
一
回
卒
業
式
に
お
い
て
、教
育
勅
語
の
奉
読
と
君
が
代
の
斉
唱
は
行
わ
れ
た
が
、

「
奉
安
殿
」
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
一
九
四
一
年
（
昭
和
十
六
）「
奉
安
殿
」
建
設
が
開
始
さ
れ
、
翌
年
二
月
に
完
成
し
、
御
真
影
や
教
育

勅
語
な
ど
が
納
め
ら
れ
、
生
徒
に
対
し
て
「
奉
安
殿
」
へ
の
礼
の
強
制
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
一
九
三
九
年
（
昭
和
十
四
・
皇

紀
二
五
九
九
）
頃
か
ら
政
府
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
へ
の
教
育
に
強
く
干
渉
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

五　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
へ
の
教
育
干
渉
（
２
）
~
学
事
視
察

一
九
三
九
年
（
昭
和
十
四
）、
文
部
省
は
督
学
官
を
派
遣
し
、
学
事
視
察
を
行
う
。
六
月
六
日
、
宮
城
県
下
の
す
べ
て
の
女
学
校
長
が

第
一
高
等
女
学
校
に
集
め
ら
れ
、
政
府
の
教
育
方
針
を
告
げ
ら
れ
る
。
六
月
八
日
、
督
学
官
三
人
が
宮
城
女
学
校
を
訪
問
し
、（
一
）
国

民
精
神
の
教
育
の
徹
底
、（
二
）
祝
日
に
讃
美
歌
・
聖
書
朗
読
、
礼
拝
を
や
め
る
こ
と
、（
三
）
君
が
代
と
教
育
勅
語
を
式
典
の
中
心
に
す

る
こ
と
、
を
忠
告
す
る
。

一
九
四
〇
年
（
昭
和
十
五
）
六
月
、
宮
城
県
の
教
育
長
が
宮
城
女
学
校
に
来
校
し
、
追
跡
調
査
が
行
わ
れ
る
。
同
年
（
昭
和
十
五
）
七



自
校
史
を
通
し
て
歴
史
認
識
を
深
め
る

七

月
、
宮
城
県
内
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
三
校
（
東
北
学
院
・
宮
城
女
学
校
・
尚
絅
女
学
校
）
が
宮
城
県
か
ら
呼
び

出
さ
れ
、「
三
つ
の
提
言
」
を
実
行
す
る
こ
と
を
要
請
さ
れ
る
。「
三
つ
の
提
言
」
と
は
（
一
）
朝
礼
に
国
歌
を
歌
い
、
宮
城
遙
拝
す
る
こ

と
、（
二
）
聖
書
の
授
業
を
必
修
か
ら
は
ず
す
こ
と
、（
三
）
御
真
影
を
受
け
る
こ
と
、
で
あ
る
。

宮
城
女
学
校
で
は
一
九
四
三
年
（
昭
和
十
八
）
四
月
、
校
名
を
宮
城
高
等
女
学
校
に
改
称
し
、（
一
）
修
学
年
限
が
一
年
短
縮
さ
れ
て

四
年
に
、（
二
）
聖
書
の
時
間
が
な
く
な
り
、（
三
）
三
年
生
の
英
語
は
裁
縫
と
の
選
択
制
に
な
る
。

授
業
の
導
入
で
生
徒
達
と
確
認
を
し
た
、
現
在
当
た
り
前
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
英
語
や
聖
書
の
授
業
は
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
が
本

格
化
し
、
国
や
そ
の
意
を
受
け
た
県
か
ら
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
に
対
す
る
干
渉
が
強
ま
る
な
か
で
難
し
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
に
着

目
さ
せ
た
。六　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
へ
の
教
育
干
渉
（
３
）
~
外
国
伝
道
局
と
の
断
絶

一
九
四
〇
年
（
昭
和
十
五
）
九
月
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
学
校
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
教
育
同
盟
会
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ス
ク
ー
ル
の
と
る
べ
き
方
向
に
つ
い
て
決
議
（
場
所
は
青
山
学
院
）
す
る
。
そ
の
内
容
は
（
一
）
校
長
な
ど
教
育
指
導
の
立
場
に
あ
る
者

は
、す
べ
て
日
本
人
と
す
る
こ
と
、（
二
）
経
営
主
体
が
外
国
伝
道
局
の
場
合
は
財
団
法
人
に
改
め
、理
事
長
も
必
ず
日
本
人
と
す
る
こ
と
、

（
三
）
外
国
の
教
会
か
ら
の
資
金
供
与
を
廃
し
、
経
済
的
に
独
立
す
る
こ
と
、
で
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
、
宮
城
女
学
校
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。（
一
）
ク
リ
ー
テ
校
長
が
一
九
四
〇
年
九
月
に
辞
任
、（
二
）
一
九
四
一
年
（
昭
和

十
六
）
二
月
に
財
団
法
人
と
な
る
、
（
3
）（
三
）
資
金
確
保
の
た
め
、生
徒
の
募
集
人
数
を
増
加
、同
窓
会
や
父
兄
か
ら
の
寄
附
金
募
集
を
行
う
。

国
や
県
の
干
渉
が
強
ま
る
中
で
、
宮
城
女
学
校
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
同
じ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
で
知
恵
を
出
し
合
い
主
体
的
に
対



八

自
校
史
を
通
し
て
歴
史
認
識
を
深
め
る

応
し
て
い
っ
た
こ
と
を
生
徒
は
知
る
こ
と
に
な
る
。

七　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
へ
の
教
育
干
渉
（
４
）
~
﹁
寄
附
行
為
﹂
の
変
更

「
寄
附
行
為
」
と
は
、
私
立
学
校
運
営
の
規
則
で
あ
る
。
一
九
四
二
年
（
昭
和
十
七
）
十
二
月
に
条
文
中
の
「
基
督
教
精
神
ニ
基
キ
」

の
部
分
が
削
除
さ
れ
た
。
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
の
「
放
棄
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
変
わ
っ
て
、
教
育
勅
語
に
基
づ
く
教
育
を
行

う
こ
と
が
明
記
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

第
二
条
「
本
法
人
ハ
教
育
勅
語
ノ
聖
旨
ヲ
奉
体
シ
テ
女
子
ニ
須
要
ナ
ル
教
育
ヲ
施
ス
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
」

宮
城
女
学
校
が
宮
城
女
学
校
で
あ
る
根
幹
と
い
え
る
「
寄
附
行
為
」
の
変
更
を
せ
ま
ら
れ
「
キ
リ
ス
ト
教
主
義
」
を
放
棄
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
を
生
徒
に
提
示
し
た
。

八　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
へ
の
教
育
干
渉
（
５
）
~
外
国
人
教
師
の
辞
任
と
帰
国

　
　

Ｃ
・
Ｄ
・
ク
リ
ー
テ
校
長　

一
九
四
一
年
（
昭
和
十
六
）
六
月　

ア
メ
リ
カ
に
帰
国

　
　

Ｋ
・
Ｉ
・
ハ
ン
セ
ン
（
音
楽
）
一
九
四
一
年
（
昭
和
十
六
）
十
月
十
九
日　

離
仙
台
し
帰
国

　
　

Ｌ
・
Ａ
・
リ
ン
ゼ
イ
（
英
語
）
一
九
四
一
年
（
昭
和
十
六
）
十
月
十
九
日　

離
仙
台
し
帰
国



自
校
史
を
通
し
て
歴
史
認
識
を
深
め
る

九

校
長
を
は
じ
め
宮
城
女
学
校
に
勤
務
す
る
教
師
も
帰
国
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
た
。

実
際
、
一
九
四
一
年
（
昭
和
十
六
）
十
二
月
九
日
（
真
珠
湾
攻
撃
の
翌
日
）、
外
国
人
教
師
は
全
員
身
柄
を
拘
束
さ
れ
、
カ
ト
リ
ッ
ク

元
寺
小
路
教
会
に
収
容
さ
れ
、「
監
禁
」
生
活
は
六
ヶ
月
に
及
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
拘
束
さ
れ
た
外
国
人
教
師
は
宮
城
女
学
校
の
教
師
六

名
を
含
む
五
十
五
名
に
の
ぼ
っ
た
。

生
徒
は
自
分
の
身
の
危
険
を
顧
み
ず
に
宮
城
女
学
校
の
た
め
に
日
本
に
残
っ
た
先
生
が
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
に
な
る
。

九　

生
徒
た
ち
の
戦
争
（
１
）
~
勤
労
奉
仕

勤
労
奉
仕
は
夏
休
み
の
始
ま
り
と
終
わ
り
の
三
〜
五
日
間
、
内
容
と
し
て
は
工
場
で
の
作
業
、
防
空
施
設
の
建
設
、
清
掃
、
農
家
の
手

伝
い
、
農
地
の
開
拓
な
ど
で
あ
っ
た
。
勤
労
奉
仕
の
背
景
に
は
一
九
三
八
年
（
昭
和
十
三
）
四
月
の
国
家
総
動
員
法
、
同
年
六
月
の
通
牒

「
集
団
的
勤
労
作
業
運
動
実
施
ニ
関
ス
ル
件
」
が
あ
る
。

宮
城
女
学
校
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
学
内
で
は
（
一
）
ボ
ル
ト
と
ナ
ッ
ト
の
組
合
せ
、（
二
）
陸
軍
の
襟
章
づ
く
り
を
、学
外
で
は
（
一
）

簡
易
保
険
局
で
の
事
務
、（
二
）
森
永
製
菓
で
の
乾
パ
ン
の
袋
詰
め
、（
三
）
三
馬
弘
進
ゴ
ム
で
の
シ
ー
ト
状
の
ゴ
ム
製
品
の
製
造
、（
四
）

農
村
の
保
育
所
で
の
子
守
、（
五
）
小
学
校
で
の
血
液
型
判
定
検
査
の
手
伝
い
、（
六
）
援
農
、
が
あ
っ
た
と
い
う
。

十　

生
徒
た
ち
の
戦
争
（
２
）
~
学
徒
勤
労
動
員
・
横
須
賀
海
軍
航
空
技
術
廠

一
九
四
四
年
（
昭
和
十
九
）
八
月
に
学
徒
勤
労
令
が
公
布
さ
れ
、
生
徒
の
通
年
動
員
が
可
能
と
な
る
。
例
え
ば
、
主
な
動
員
先
の
あ
っ

た
神
奈
川
県
で
は
県
外
か
ら
約
二
〇
〇
校
、
約
二
万
人
を
受
け
入
れ
た
。



一
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宮
城
高
等
女
学
校
の
動
員
先
と
し
て
は
横
須
賀
海
軍
航
空
技
術
廠
が
あ
っ
た
。
一
九
四
四
年
（
昭
和
十
九
）
十
一
月
二
日
、
宮
城
高
等

女
学
校
の
四
年
生
と
五
年
生
の
ほ
ぼ
全
員
（
約
二
〇
〇
名
）
が
夜
行
列
車
で
横
須
賀
に
向
か
っ
た
。
保
護
者
へ
の
説
明
会
で
は
娘
を
空
襲

の
恐
れ
の
強
い
地
域
へ
送
り
出
す
こ
と
へ
の
不
安
を
訴
え
る
声
が
続
出
し
た
そ
う
で
あ
る
。
寄
宿
舎
（
浦
郷
小
学
校
）
は
教
室
に
薄
い
畳
、

風
呂
や
食
堂
は
な
し
、
と
い
う
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。
連
夜
の
空
襲
警
報
に
よ
る
寝
不
足
が
疲
れ
に
拍
車
を
か
け
た
。

そ
こ
で
の
作
業
は
、
事
務
作
業
か
ら
特
攻
機
「
桜
花
」
の
製
造
（
具
体
的
に
は
鋲
打
ち
）
な
ど
で
あ
っ
た
。「
桜
花
」
は
海
軍
が
最
後

の
切
り
札
と
し
て
開
発
し
た
、
頭
部
に
一
・
二
ト
ン
の
爆
弾
を
内
蔵
し
、
目
標
に
体
当
た
り
す
る
特
攻
機
で
あ
る
。
自
力
飛
行
が
で
き
ず
、

一
式
陸
上
攻
撃
機
に
つ
り
下
げ
ら
れ
て
出
撃
し
、
目
標
の
近
く
で
切
り
離
さ
れ
る
。
出
撃
し
た
戦
死
者
は
五
十
五
名
に
の
ぼ
っ
た
。

横
須
賀
海
軍
航
空
技
術
廠
で
の
労
働
は
重
労
働
で
、
部
署
に
よ
っ
て
は
残
業
や
夜
勤
が
あ
っ
た
。
多
く
の
生
徒
が
慢
性
的
な
栄
養
失

調
状
態
に
も
な
り
、
体
調
不
良
で
仙
台
に
帰
っ
た
生
徒
も
い
た
そ
う
で
あ
る
。
な
か
に
は
病
気
が
悪
化
し
て
亡
く
な
っ
た
生
徒
も
い
た
。

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
）
三
月
の
卒
業
後
も
、
進
学
者
は
同
年
六
月
ま
で
動
員
が
延
長
さ
れ
た
。
進
学
も
就
職
も
し
な
い
生
徒
は
実
態

の
な
い
「
附
設
過
程
」
に
「
進
学
」
し
、
同
年
八
月
十
五
日
の
終
戦
ま
で
動
員
さ
れ
た
。

横
須
賀
海
軍
航
空
技
術
廠
へ
の
動
員
に
お
い
て
、
宮
城
高
等
女
学
校
は
該
当
学
年
の
ほ
ぼ
全
員
が
動
員
さ
れ
た
。

十
一　

生
徒
た
ち
の
戦
争
（
３
）
~
学
徒
勤
労
動
員
・
多
賀
城
海
軍
工
廠
へ
の
動
員

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
）
四
月
、
新
四
年
生
（
約
二
四
〇
名
）
は
多
賀
城
海
軍
工
廠
に
勤
労
動
員
さ
れ
た
。
（
4
）

多
賀
城
海
軍
工
廠
に
は

航
空
機
銃
や
機
関
銃
を
製
造
す
る
機
銃
部
と
爆
薬
を
製
造
す
る
火
工
部
が
あ
り
、
宮
城
高
等
女
学
校
の
生
徒
が
動
員
さ
れ
た
の
は
火
工
部

で
あ
っ
た
。



自
校
史
を
通
し
て
歴
史
認
識
を
深
め
る

一
一

照
明
弾
用
の
落
下
傘
の
製
作
は
き
れ
い
な
仕
事
で
あ
っ
た
が
、
火
薬
の
場
合
、
信
管
の
装
着
と
い
う
危
険
な
仕
事
を
行
っ
た
生
徒
も
い

た
。
プ
レ
ス
機
に
手
を
は
さ
ま
れ
大
け
が
を
し
た
生
徒
が
い
た
。

女
子
学
徒
寮
（
場
所
は
現
在
の
多
賀
城
中
学
校
）
は
、
水
は
け
が
悪
く
、
雨
が
降
る
と
床
下
浸
水
し
、
不
衛
生
で
、
ノ
ミ
や
シ
ラ
ミ
に

悩
ま
さ
れ
た
。

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
）
八
月
一
日
、
生
徒
の
一
部
は
松
島
地
区
の
第
二
工
場
に
移
動
し
た
。
そ
こ
に
は
地
下
工
場
が
あ
り
、
高
さ

三
〜
四
ｍ
、
幅
五
〜
七
ｍ
、
総
延
長
は
約
四
・
七
㎞
に
お
よ
ん
だ
。
照
明
弾
作
り
が
仕
事
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
水
が
し
た
た
り
、

湿
気
の
多
い
劣
悪
な
環
境
で
の
作
業
で
あ
っ
た
。

生
徒
は
夏
休
み
の
始
ま
り
と
終
わ
り
の
三
〜
五
日
間
と
い
う
勤
労
奉
仕
、
そ
の
後
は
学
業
を
中
断
し
て
横
須
賀
海
軍
航
空
技
術
廠
や
多

賀
城
海
軍
工
廠
で
の
勤
労
動
員
に
従
事
し
た
こ
と
を
知
る
。

十
二　

生
徒
た
ち
の
戦
争
（
４
）
~
学
校
工
場

学
校
工
場
と
は
、
軍
需
品
増
産
の
た
め
、
学
校
の
教
室
を
軍
需
工
場
に
転
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
宮
城
高
等
女
学
校
の
学
校
工
場
は
、

一
九
四
四
年
（
昭
和
十
九
）
五
月
、日
本
電
気
株
式
会
社
の
「
東
北
風
（
扶
桑
）
二
〇
二
工
場
」
の
分
工
場
を
学
校
工
場
と
し
て
開
設
し
た
。

朝
の
礼
拝
後
、
授
業
を
一
時
間
（
国
語
科
は
二
時
間
）
受
け
て
、
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
場
で
作
業
に
従
事
し
た
。

こ
こ
で
な
ぜ
学
校
工
場
を
造
っ
た
の
か
を
生
徒
に
問
い
か
け
た
。「
学
校
工
場
へ
の
動
員
で
あ
れ
ば
、
当
時
の
学
生
は
少
し
で
も
授
業

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
」
と
い
う
こ
と
に
生
徒
に
気
づ
か
せ
た
い
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
。

慣
れ
な
い
作
業
や
、物
資
不
足
に
よ
る
原
材
料
の
品
質
低
下
の
た
め
「
お
し
ゃ
か
」（
＝
不
良
品
）
を
出
す
こ
と
も
多
々
あ
っ
た
と
い
う
。



一
二

自
校
史
を
通
し
て
歴
史
認
識
を
深
め
る

十
三　

生
徒
た
ち
の
戦
争
（
５
）
~
女
子
挺
身
隊

女
子
挺
身
隊
と
は
、
十
四
歳
か
ら
二
十
五
歳
（
の
ち
四
十
歳
ま
で
拡
大
）
の
未
就
学
・
未
就
職
の
女
性
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
。
（
5
）

宮
城
高
等
女
学
校
の
女
子
挺
身
隊
と
は
、
一
九
四
四
年
（
昭
和
十
九
）
一
月
、
卒
業
予
定
者
か
ら
学
校
挺
身
隊
へ
の
参
加
希
望
者
が
募

ら
れ
、
十
六
名
が
応
募
し
た
。
勤
務
は
完
全
二
交
代
制
で
、
一
週
間
ず
つ
日
勤
と
夜
勤
を
繰
り
返
し
た
。
作
業
は
お
も
に
弾
丸
の
製
造
で

あ
っ
た
。十

四　

戦
後
の
復
興

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
）
八
月
十
五
日
の
終
戦
後
、
い
わ
ゆ
る
復
興
に
む
け
て
動
き
出
す
。
宮
城
高
等
女
学
校
に
と
っ
て
仙
台
空
襲

（
一
九
四
五
年
七
月
十
日
）
に
よ
る
被
害
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
や
は
り
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
生
徒
に
し
っ
か
り
認
識
し
て
欲
し
か
っ
た
た

め
次
の
よ
う
な
問
い
を
出
し
た
。

　
　
「
一
九
四
五
年
七
月
十
日
の
（　
　
　
　

）
で
校
舎
の
半
分
以
上
が
焼
失
し
て
い
た
た
め
す
ぐ
学
校
再
開
と
は
い
か
な
か
っ
た
。」

　
　

問
い
：（　
　
　
　
　

）
に
あ
て
は
ま
る
語
句
は
な
ん
で
す
か
？

　
　

答
え
：
仙
台
空
襲



自
校
史
を
通
し
て
歴
史
認
識
を
深
め
る

一
三

宮
城
高
等
女
学
校
復
興
の
あ
ゆ
み
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
）
九
月
、
焼
け
残
っ
た
第
二
校
舎
、
講
堂
を
使
っ
て
授
業
が
再
開
さ
れ
た
。
教
室
が
足
り
ず
に
近
く
の
小
学

校
の
校
舎
を
借
り
て
授
業
が
行
わ
れ
た
。
同
年
十
二
月
「
寄
附
行
為
」
の
改
定
を
申
請
す
る
。
（
6
）

一
九
四
六
年
（
昭
和
二
十
一
）、木
造
平
屋
の
バ
ラ
ッ
ク
校
舎
を
建
て
、校
内
で
授
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
同
年
四
月
、学
則
に
「
基

督
教
ノ
精
神
」
が
復
活
し
、
修
業
年
限
も
五
年
に
戻
っ
た
。

途
絶
え
て
い
た
外
国
伝
道
局
と
の
関
係
も
復
活
す
る
。
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
）
二
月
、外
国
伝
道
局
は
日
本
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー

ル
の
復
興
支
援
体
制
を
準
備
す
る
。
一
九
四
六
年
（
昭
和
二
十
一
）
二
月
、
前
校
長
ク
リ
ー
テ
は
調
査
団
六
名
の
一
人
と
し
て
五
年
ぶ
り

に
来
日
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
交
渉
を
は
じ
め
る
。
一
九
四
七
年
（
昭
和
二
十
二
）、
外
国
伝
道
局
は
ア
メ
リ
カ
本
国
で
日
本
へ
の
再
興
支
援

策
を
検
討
す
る
。
一
九
四
九
年
（
昭
和
二
十
四
）
四
月
、
東
北
地
区
の
先
陣
を
き
っ
て
宮
城
学
院
に
大
学
が
設
置
さ
れ
た
。
（
7
）

同
年
、
宮
城

学
院
理
事
会
も
外
国
伝
道
局
に
被
害
状
況
を
報
告
し
、
校
舎
復
興
の
た
め
の
援
助
を
求
め
た
。
そ
の
要
請
を
受
け
て
総
計
約
九
万
ド
ル
の

支
援
が
行
わ
れ
た
。
（
8
）

ア
メ
リ
カ
人
教
師
が
宮
城
学
院
に
戻
っ
た
。
Ｋ
・
Ｉ
・
ハ
ン
セ
ン
（
音
楽
）、
Ｌ
・
Ａ
・
リ
ン
ゼ
イ
（
英
語
）
は
戦
前
戦
後
あ
わ
せ
て

四
十
年
も
宮
城
学
院
に
尽
力
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

十
五　

生
徒
の
感
想
文
よ
り

生
徒
に
は
授
業
後
に
感
想
を
書
い
て
も
ら
っ
た
。
質
問
項
目
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
）　

授
業
で
一
番
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
た
か
。



一
四

自
校
史
を
通
し
て
歴
史
認
識
を
深
め
る

（
二
）　
（
一
）
に
つ
い
て
な
ぜ
印
象
に
残
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（
三
）　

長
崎
校
外
研
修
旅
行
で
ど
ん
な
こ
と
を
学
ん
で
こ
よ
う
と
思
い
ま
す
か
。

（
四
）　

今
日
の
授
業
の
感
想
を
自
由
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（
三
）
の
質
問
項
目
「
長
崎
校
外
研
修
旅
行
で
ど
ん
な
こ
と
を
学
ん
で
こ
よ
う
と
思
い
ま
す
か
」
は
、
生
徒
に
十
月
に
実
施
し
た
長
崎

校
外
研
修
旅
行
と
の
関
係
を
意
識
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
（
9
）（
三
）
以
外
の
回
答
例
を
い
く
つ
か
紹
介
し
よ
う
。

な
お
生
徒
に
付
し
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
同
じ
生
徒
は
同
一
の
生
徒
で
あ
る
。

〈
生
徒
の
回
答
例
〉

（
一
）　

授
業
で
一
番
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
た
か
。

生
徒
Ａ
「
聖
書
の
授
業
が
な
く
な
っ
た
こ
と
、
た
く
さ
ん
の
火
薬
作
り
、
英
語
が
選
択
制
に
な
っ
た
こ
と
」

生
徒
Ｂ
「
私
た
ち
と
同
い
年
く
ら
い
の
子
が
工
場
で
働
い
て
い
た
こ
と
」

生
徒
Ｃ
「
宮
城
学
院
の
生
徒
も
か
つ
て
学
徒
勤
労
動
員
に
よ
り
工
場
で
働
い
て
い
た
こ
と
」

生
徒
Ｄ
「
桜
花
と
い
う
特
攻
機
を
学
生
た
ち
が
つ
く
る
の
を
手
伝
わ
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
」

生 

徒
Ｅ
「
宮
城
学
院
の
特
徴
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
や
朝
の
礼
拝
、
聖
書
の
授
業
、
英
語
の
授
業
を
行
う
こ
と
を
禁
止
さ
れ
、
教

育
勅
語
の
暗
唱
や
君
が
代
を
朝
礼
で
歌
っ
て
い
た
こ
と
」



自
校
史
を
通
し
て
歴
史
認
識
を
深
め
る

一
五

（
二
）　
（
一
）
に
つ
い
て
な
ぜ
印
象
に
残
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

生 
徒
Ａ
「
宮
城
学
院
と
は
き
っ
て
も
き
り
は
な
す
こ
と
が
で
き
な
い
聖
書
の
授
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
時
が
あ
る
と
知
っ
た

と
き
は
と
て
も
驚
い
た
。
手
が
黄
色
く
な
る
ま
で
火
薬
を
つ
く
ら
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
衝
撃
だ
っ
た
。」

生 

徒
Ｂ
「
同
い
年
、
年
下
の
子
が
、
工
場
で
爆
弾
を
作
っ
て
い
た
と
い
う
話
を
聞
い
て
驚
き
ま
し
た
。
国
の
た
め
と
は
い
え
、
人
を
殺

す
た
め
の
も
の
を
一
日
中
つ
く
る
の
は
苦
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。」

生 

徒
Ｃ
「
宮
城
学
院
の
生
徒
が
戦
争
中
何
を
し
て
い
た
の
か
、
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
」

生 

徒
Ｄ
「
桜
花
の
名
前
の
由
来
が
一
瞬
で
散
っ
て
し
ま
う
美
し
い
桜
と
い
う
の
を
聞
い
て
、
と
て
も
は
か
な
く
悲
し
い
と
感
じ
た
か
ら

で
す
。
ま
た
こ
の
特
攻
機
を
つ
く
っ
て
い
た
学
生
達
は
自
分
が
つ
く
っ
た
も
の
で
誰
か
の
命
が
奪
わ
れ
て
し
ま
う
の
を
知
っ
て
い
な

が
ら
、
私
に
は
想
像
も
出
来
な
い
思
い
で
つ
く
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。」

生 

徒
Ｅ
「
今
は
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
朝
の
礼
拝
な
ど
を
行
え
ず
、
覚
え
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
も
わ
か
ら
な
い
教
育
勅
語
を
暗
唱
す

る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
か
ら
。」

（
四
）　

今
日
の
授
業
の
感
想
を
自
由
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

生 

徒
Ａ
「
私
は
こ
の
授
業
で
戦
時
中
の
宮
城
学
院
に
つ
い
て
あ
ま
り
く
わ
し
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
聖
書
の
授
業
が
無
か
っ
た

り
、
英
語
が
裁
縫
と
選
択
制
に
な
っ
た
り
、
色
々
な
場
所
で
火
薬
を
作
ら
せ
た
り
と
、
一
つ
の
戦
争
で
多
く
の
自
由
が
奪
わ
れ
た
り
、

と
て
も
悲
惨
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
宮
城
学
院
と
同
じ
よ
う
に
た
く
さ
ん
制
限
さ
れ
て
い
た
学
校
が
他
に
も
あ
っ
た
と
考
え
る
と

悲
し
く
な
り
ま
し
た
。」



一
六

自
校
史
を
通
し
て
歴
史
認
識
を
深
め
る

生 

徒
Ｂ
「
戦
争
は
命
を
奪
う
だ
け
で
な
く
、
生
き
て
い
る
人
の
普
通
の
生
活
も
奪
う
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
知
り
、
も
っ
と
当
時
の
こ

と
を
学
ば
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
戦
争
に
よ
っ
て
、
日
本
の
人
々
が
奪
わ
れ
た
も
の
、
日
本
が
奪
っ
た
も
の

を
も
っ
と
学
び
、
二
度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。」

生 

徒
Ｃ
「
私
は
今
日
の
お
話
を
聞
い
て
、
宮
城
学
院
が
想
像
以
上
に
戦
争
に
関
わ
っ
て
い
て
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
ハ
ン
セ
ン
先
生
な
ど

の
ア
メ
リ
カ
人
の
先
生
方
は
敵
国
の
人
で
あ
る
の
に
、
女
学
生
に
勉
強
を
教
え
た
い
と
い
う
意
志
が
強
く
、
熱
心
だ
っ
た
と
知
り
、

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。」

生 

徒
Ｄ
「
今
日
の
授
業
で
は
一
三
七
年
と
い
う
宮
城
学
院
の
歴
史
の
中
、
戦
時
中
の
宮
城
学
院
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
し
て
様
々
な
困
難
に
立
ち
向
か
い
な
が
ら
も
こ
の
学
校
を
守
り
き
る
と
い
う
意
志
を
感
じ
、
私
た
ち
も
宮
城
学
院
が
こ
れ
か
ら
も

続
く
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。」

生 

徒
Ｅ
「
今
の
私
た
ち
の
生
活
か
ら
は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
、
授
業
は
少
し
し
か
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
国
の
た
め
に
働

い
て
い
る
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
一
時
間
の
授
業
や
友
達
と
の
関
係
を
よ
り
大
切
に
し
て
生
活
し
て
い
き
た
い

で
す
。」

「
は
じ
め
に
」
で
「
ど
う
す
れ
ば
よ
り
歴
史
認
識
を
深
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
か
。
そ
の
手
段
の
一
つ
が
歴
史
を
教
科
書
の
な
か
の

有
名
な
出
来
事
で
は
な
く
、
自
分
事
と
し
て
捉
え
る
力
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
書
い
た
。
生
徒
の
感
想
（
波
線
部
）
か
ら
は
そ
の
よ
う

な
決
意
が
読
み
取
れ
る
。
母
校
の
歴
史
で
あ
り
、
現
在
の
自
分
た
ち
と
同
世
代
が
直
面
し
て
い
た
問
題
で
あ
る
こ
と
が
自
分
事
と
し
て
捉

え
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
授
業
は
宮
城
学
院
の
創
立
記
念
行
事
と
し
て
の
学
習
と
し
て
行
っ
た
授
業
実
践



自
校
史
を
通
し
て
歴
史
認
識
を
深
め
る

一
七

で
あ
っ
た
こ
と
も
良
い
つ
な
が
り
と
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
生
徒
の
感
想
か
ら
は
自
校
史
の
学
習
は
探
究
心
へ
と
つ
な
が
る
き
っ
か
け
に
も
な
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
（
二
重
線
部
）。
教

科
書
に
書
か
れ
た
歴
史
で
は
な
く
、
母
校
の
歴
史
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
生
徒
の
探
究
心
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。）

10
（

む
す
び
に
か
え
て

「
こ
れ
か
ら
を
生
き
る
宮
城
学
院
生
に
求
め
ら
れ
る
も
の
と
は
何
か
を
考
え
よ
う
！
。
歴
史
を
学
び
、
そ
こ
か
ら
何
を
活
か
し
て
い
く

の
か
。
校
外
研
修
旅
行
で
の
豊
か
な
学
び
に
期
待
し
て
い
ま
す
。」
と
生
徒
に
語
り
か
け
て
こ
の
授
業
を
締
め
く
く
っ
た
。

果
た
し
て
生
徒
の
受
け
留
め
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
感
想
文
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
自
校
史
の
学
習
は
「
歴
史
を
学
び
、
そ
こ

か
ら
何
を
活
か
し
て
い
く
の
か
」
と
い
う
意
識
を
高
め
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
今
の
自
分
達
と
同
じ
く
宮
城
学
院
の
生
徒
で
あ
っ
た
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
目
線
で
戦
時
下
の

歴
史
を
考
え
る
こ
と
は
、
リ
ア
ル
な
歴
史
認
識
を
形
成
す
る
。
自
分
事
と
し
て
歴
史
を
捉
え
る
こ
と
は
探
究
心
へ
と
つ
な
が
り
、
主
体
的

な
学
び
に
結
び
つ
い
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

こ
の
授
業
実
践
が
実
現
し
た
の
は
、「
は
じ
め
に
」
で
紹
介
し
た
宮
城
学
院
女
子
大
学
大
平
聡
氏
を
中
心
と
す
る
研
究
が
あ
っ
て
の
こ

と
で
あ
る
。）

11
（

中
学
校
や
高
等
学
校
の
現
場
で
勤
務
し
な
が
ら
自
ら
授
業
の
土
台
と
な
る
研
究
を
し
、
さ
ら
に
授
業
実
践
と
な
る
と
な
か
な

か
能
力
的
に
も
時
間
的
に
も
厳
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
授
業
実
践
の
前
提
と
な
る
す
ぐ
れ
た
研
究
が
あ
っ
た
こ
と
は
と
て
も
恵
ま
れ
て
い

た
状
況
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
授
業
実
践
の
資
料
作
成
に
あ
た
っ
て
は
宮
城
学
院
資
料
室
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
。
写
真
資
料
な
ど
の
デ
ー
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史
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認
識
を
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る

タ
ー
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
授
業
資
料
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

す
べ
て
の
中
学
校
や
高
等
学
校
で
こ
う
し
た
条
件
が
整
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
筆
者
は
非
常
に
恵
ま
れ
た
状
況
に
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
実
現
し
た
授
業
実
践
で
あ
っ
た
。
し
か
し
自
校
史
の
学
習
が
生
徒
に
と
っ
て
歴
史
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
力
を

も
っ
て
い
る
以
上
、
こ
う
し
た
授
業
実
践
が
も
っ
と
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
中
高
の
現
場
か
ら
の
声
と
し
て
発
信
し
た
い
。

〈
注
〉

（
１
）　
『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
三
十
年
告
示
）
解
説　

地
理
歴
史
編
』（
文
部
科
学
省
、
二
〇
一
九
年
）。
以
下
、
学
習
指
導
要
領
に
関
す
る

記
述
は
こ
れ
に
よ
る
。

（
２
）　

今
野
日
出
晴
「
歴
史
に
学
ぶ
と
い
う
こ
と
」（『
歴
史
評
論
』
八
八
七
号
、
二
〇
二
三
年
）。

（
３
）　

校
地
、
校
舎
な
ど
財
産
の
す
べ
て
が
財
団
に
寄
附
さ
れ
た
。

（
４
）　

多
賀
城
海
軍
工
廠
の
敷
地
は
強
制
的
な
買
収
で
確
保
。
多
賀
城
海
軍
工
廠
建
設
工
事
の
担
い
手
と
し
て
朝
鮮
人
が
過
酷
な
強
制
労
働
を
強
い
ら

れ
た
。

（
５
）　

そ
の
他
「
各
種
学
校
」
の
在
学
者
、
国
が
重
要
で
な
い
と
認
め
た
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
女
性
も
対
象
で
あ
っ
た
。

（
６
）　

一
九
四
八
年
（
昭
和
二
十
三
）
二
月
に
よ
う
や
く
「
教
育
勅
語
ノ
聖
旨
ヲ
奉
体
シ
」
が
削
除
さ
れ
た
。

（
７
）　

ク
リ
ー
テ
前
校
長
は
一
九
五
四
年
ま
で
宮
城
学
院
で
理
事
を
勤
め
た
。

（
８
）　

一
ド
ル
＝
三
六
〇
円
。
九
万
ド
ル
＝
三
二
四
〇
万
円
。
国
家
公
務
員
（
大
卒
）
の
初
任
給
は
四
二
二
三
円
（
現
在
の
約
四
三
分
の
一
）。

（
９
）　

長
崎
校
外
研
修
旅
行
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
宮
城
学
院
中
学
校
に
お
け
る
平
和
教
育
―
平
和
宣
言
作
成
を
通
し
て
―
」（『
キ
リ
ス

ト
教
文
化
研
究
所
年
報　

第
五
五
号
』
宮
城
学
院
女
子
大
学　

二
〇
二
一
年
）
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（
10
）　

た
だ
し
教
科
書
の
学
習
が
前
提
と
し
て
あ
り
、
そ
れ
を
土
台
と
し
て
さ
ら
に
具
体
的
な
内
容
へ
と
興
味
関
心
が
む
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る



自
校
史
を
通
し
て
歴
史
認
識
を
深
め
る

一
九

と
考
え
て
い
る
。

（
11
）　

大
平
聡
「
戦
争
の
時
代
を
ど
う
伝
え
る
か
―
自
校
史
か
ら
地
域
史
へ
・
学
校
資
料
の
力
―
」（『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
二
九
六
号
、

二
〇
二
〇
年
）
に
一
連
の
研
究
の
経
過
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
合
わ
せ
て
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（
付
記
）

本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
宮
城
学
院
資
料
室
佐
藤
亜
紀
氏
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。


